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Ｐ３３ 例題１ 

       「例題１を読んでください。」 

 

        ｘ＝１１，ｙ＝２のとき 

 

        （ｘ－２ｙ）（ｘ＋２ｙ）－（ｘ－ｙ）（ｘ＋４ｙ） 

 

   「習ってすんだことを使いましょう」一番にするところは 前と後ろのかけ算です。 

 

 

 

 

 

 

 

 問３ 「やってみましょう」   

 

  ｘ＝２２のとき 

 

 

ひろげよう  「ひろげようを読んでください。」 

 

 

＝ｘ

＝－３ｘｙ＝－３× １１× ２＝－６６

＝ｘ

２

２

－４ｙ

－４ｙ

２

２

－ｘ

－（ｘ

２－４ｘｙ＋ｘｙ＋４ｙ

２＋４ｘｙ－ｘｙ－４ｙ

２

２） ( )をつけろ

＝１６－ｘ

４－ｘ

２

４＋ｘ

＋ｘ２－５ｘ－６＝－５ｘ＋１０＝－５× ２２＋１０＝－１１０＋１０＝－１００

＋ ｘ－６ ｘ＋１
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  連続する２つの偶数の積に１をたした数は、奇数の二乗になる。 

  といえそうです。 

 

  このことを説明しましょう。 

 

  そもそも偶数とは？   「偶数って何？」ときかれたら何と答えますか？ 

 

  ・２でわりきれる数 

 

  ・２の倍数                 ２×ｎ     自然数：ｎ 

                                                number 

 

一つの偶数・・・・２ｎ 

 

           その次の偶数・・・２ｎ＋２ 

９＝３２
２５＝５

２２５＝１５

２ ４９＝７

２ ２８９＝１７

２ ８１＝９

２

２ １２１＝１１２ １６９＝１３２
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 問４   「問４を読んでください。」 

 

     上の最後の奇数と言うことを詳しく言うと「小さい方の偶数より１大きい奇数」 

 

 

 問５  「問５を読んでください。」 

 

かけて１を足すと

さて、ここで２ｎ＋１は偶数＋１ですから奇数です。

だから結局

２ｎ

＝４ｎ

２ｎ
↑

２ｎ＋２

２＋４ｎ＋１＝

２× ２ｎ× １

２
↑
↑
↑

奇数

＋１

↑
１２

２ｎ＋１

２

２
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   連続する奇数の積に１をたすと偶数の二乗になる。 

   ということがいうそうです。 

   このことを説明しましょう。 

 

   そもそも奇数とは？ 

 

  ・２でわると１余る数 

 

  ・偶数に１たした数 

 

   一つの奇数を ２ｎ＋１ 

 

  その次の奇数は  ２ｎ＋３ 

 

 

４＝２２ １６＝４

１４４＝１２

２

２

３６＝６

１９６＝１４

２ ６４＝８

２

２

２５６＝１６

１００＝１０

２

２

かけて１たすと

＝４ｎ

２ｎ＋１

２ｎ＋２は偶数である。

だから

２＋６ｎ＋２ｎ＋３＋１＝４ｎ

偶数

２ｎ＋３

２

＋１

２ｎ
↑

２＋８ｎ＋４

２× ２ｎ× ２

２
↑
↑
↑

↑
２２

＝ ２ｎ＋２ ２


